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論文の内容の要旨
　境界層はく離は流体を扱う多くの機器で現れる避けるべき現象のひとつである。これを避ける手段として渦発
生装置による受動的な方法とジェットによる縦渦発生装置を用いた能動的方法がある。受動的な方法に関しては
これまで多くの研究がなされ，実際の適用例が航空機の主翼，ディフユーザー等に見られる。これに反して，ジェッ
トによって縦渦を発生させ，境界層のはく離を能動的に制御する方法については，多くの利点を持つにもかかわ
らず，これまで研究は活発に行われてこなかった。したがって，工学的応用例もなかった。そこで，ジェットに
よって発生した縦渦が境界層のはく離を制御するメカニズムを明らかにするとともに，流れの状況が時間的に変
化するディフユーザーに応用し，実際に効果的なはく離防止手段になり得ることを示した。
　はく離流れの典型的な例である片開きディフユーザーの流れを制御対象に選んだ。熱線風速計を用いてディフユー
ザー内流れ場の詳細な測定を行い，縦渦の空間的発達を明確にした。この結果明らかになった主要な点は，ユ）ジェッ
トの吹き出す角度（スキュー角）が重要で最適になる範囲が存在する，2）発生させる縦渦の強さだけではなく，
生成位置と下流への移動が制御効果に重要な役割を果たす，3）ジェットの発生方法（定常とパルス的）で制御効
果は大きく異なる，となる。これらの結果を踏まえ，時間的に変化するディフユーザー内の流れに適用し，適応
的に制御可能なシステムを構築し，実際に効果的であることを示した。
審査の結果の要旨
　多くの利点が存在することが認識されているジェットを用いた縦渦発生装置によるはく離制御であるが，多く
のパラメータが現象に関与しその解明が遅れていた。このような理由で，はく離制御のメカニズムを定量的に評
価するまでには至らなかったが，多くの重要な知見が得られている。縦渦の発生方法，発生位置の重要性を認識
させるこの結果は重要である。さらに，この結論を踏まえ，この制御法の最大の利点である適応的な制御システ
ムを構築し，その工学的意義を示した点は評価できる。
　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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